
 

船舶インシデント調査報告書 

令和７年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 安全阻害 

発生日時 令和６年１月７日 １３時３０分ごろ 

発生場所 熊本県天草市深海
ふ か み

漁港東方沖 

 上的
かみまて

島灯台から真方位２３０°１.７海里付近 

 （概位 北緯３２°１４.７′ 東経１３０°０７.８′） 

インシデントの概要  プレジャーボート成
なり

正
まさ

丸は、運航を中止してえい
．．

航され、安全が阻

害された。 

インシデント調査の経過 令和６年１月３０日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 成正丸、３.１トン 

２９３－３０３３９熊本、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

インシデントの経過等  本船は、船長が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、釣りの目的で、

天草市大門
おおもん

港の係留地を出発し、深海漁港東方沖の釣り場に到着し

た。 

船長は、操舵装置の切換スイッチを舵輪から遠隔操縦リモコンに切

り換え、同リモコンを手元に置いて操作し、潮上りをしながら釣りを

行った。 

 船長は、釣りを終えて帰航することとし、操舵装置の切換スイッチ

を遠隔操縦リモコンから舵輪に切り換えていなかったものの、舵輪に

切り換えたと思い込み、主機のクラッチを前進に入れて舵輪を左に回

したところ、本船が左転しないので、クラッチを中立とした。 

船長は、舵の故障かと思い、舵輪と舵の間を往復しながら原因を探

していたところ、深海漁港に帰航する漁船が様子を見に来たので、事

情を説明し、原因を探すのを諦めて本船を深海漁港までえい
．．

航しても

らうこととし、海上保安庁に通報を行った。 

分析  本船は、深海漁港東方沖において帰航する際、船長が、操舵装置の

切換スイッチを遠隔操縦から舵輪に切り換えていなかったものの、舵

輪に切り換えたと思い込み、操作手順を確認しなかったことから、舵

の故障かと思い、運航を中止してえい
．．

航され、安全が阻害されたもの

と考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が深海漁港東方沖において帰航する際、船



 

長が、操舵装置の切換スイッチを遠隔操縦から舵輪に切り換えていな

かったものの、舵輪に切り換えたと思い込み、操作手順を確認しな

かったため、舵の故障かと思い、運航を中止してえい
．．

航されたことに

より発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、操舵不能などのトラブルに見舞われた場合、慌てること

なく、冷静にふだんからの操船手順を再確認し、所属するマリー

ナ等に状況を説明して助言を得ること。 

 


